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ロッシーニ／歌劇「セビリアの理髪師」序曲

ドリーブ／バレエ音楽「シルヴィア」組曲
Ⅰ　前奏曲～狩りの女神
Ⅱ　間奏曲～穏やかなワルツ
Ⅲ　ピッツィカート
Ⅳ　バッカスの行列

チャイコフスキー／交響曲第６番「悲愴」
第１楽章  Adagio（ゆっくり）

～Allegro non troppo（快速に、速すぎず）
第２楽章 Allegro con grazia（快速に、優雅に）
第３楽章 Allegro molto vivace（快速に、非常に活き活きと）
第４楽章 Adagio lamentoso（ゆっくり、悲しみをもって）

　東京生まれ。東京藝術大学指揮科にて、指揮を金子登、佐藤功太郎両氏に師事、
またピアノを村山信子、竹尾聆子、ヴァイオリンを山岡耕筰、スコアリーディング
をH. ピュイグ・ロジェ、チェンバロをD. ヘルマン各氏に師事。在学中より二期会オ
ペラの合唱・副指揮者として活動を始め、小澤征爾、若杉弘氏等のアシスタントを
数多く務めるほか、オペラ研究生スタジオの講師として後進の指導にもあたる。
　日本合唱協会第104回定期演奏会「フランス音楽の夕べ」でデビュー。バロック
音楽にも造詣が深く、マタイ研究会管弦楽団・同合唱団を指揮したバッハ「マタイ
受難曲」全曲のＣＤが1992年に発売され好評を博した。新国立劇場（オペラハウス）
の開場に伴いバイロイト音楽祭に派遣され、N. バラッチュ氏に師事。同劇場の開
場記念講演「ローエングリン」では同氏のアシスタントを務める。2000年より新国
立劇場の専属となり、オペラを中心に活動の幅を広げている。
　2009年日本合唱協会指揮者に就任。2011年より同常任指揮者に就任。日本指揮者協会会員。

１． やねよりたかい　こいのぼリ
 おおきいまごいは　おとうさん
 ちいさいひごいは　こどもたち
 おもしろそうに　およいでる

２． みどりのかぜに　さそわれて
 ひらひらはためくふきながし
 くるくるまわるは　かざぐるま
 おもしろそうに　うごいてる

　アメリカ・ニューヨーク生まれ。東京藝術大学卒。ミュンヘン国立音楽大学のマイスタークラスにて、クルト・グントナー
教授に師事。バードライヒエンハル交響楽団とメンデルスゾーンの協奏曲を共演。バイエルン国立歌劇場管弦楽団契約団
員を経てボン・ベートーヴェンハレ管弦楽団の正団員。霧島国際音楽祭奨励賞、オーストリア国際音楽祭室内楽賞受賞。現
在は国内外でオーケストラ、室内楽、ソロ、録音等多方面で活動を行っている。市川市在住。

　市川市出身。真間小、一中卒。東京藝術大学にて守山光三教授に師事。卒業後、ミュンヘン音楽大学にてホルンをO. 
シュミッツ教授に、ケルン音楽大学にて指揮をM. ルイク教授に師事。ボン・ベートーヴェンハレ管弦楽団、ゾーリングン市
立管弦楽団の契約団員を経て、クラシックフィルハーモニー・ボンの団員。現在は日本体育大学教授として、スポーツ選手
のリズム感教育に携わる傍ら、フリーで演奏活動を行う。日本ホルン協会常任理事、元国際ホルン協会評議員、Chocolat 
Virtuoso Japan代表、ホルンカルテット「アンサンブル・フォレスト」メンバー。

❖ ロッシーニ　セビリアの理髪師 序曲
オペラ『セビリアの理髪師』のあらすじをひとくちに言うと、

医者の姪に恋をした伯爵が、理髪師フィガロの助けを借りて、

悪者の医者の目をかいくぐりながら、彼女に想いを伝え、恋を

成就させるコミカルなラブストーリーというもの。

両親をなくしたロジーナは、伯父である後見人バルトロの

家で監禁状態になっており、このバルトロは、娘ほど歳の離

れたロジーナとの結婚を遺産目的で狙っています。ふとしたこ

とでロジーナに恋をしたアルマヴィーヴァ伯爵は、「町の何で

も屋」フィガロを使い、恋の成就のために、あの手この手の作

戦を練ります。こっそり恋文を渡したり、ロジーナの音楽教師

の弟子に化け、レッスンのふりをしながら駆け落ちの相談を

したりする様子は、オーボエの旋律に重ねられています。そ

の後のホルンの旋律はアルマヴィーヴァ伯爵の狙いに気づき、

負けずに応戦しているようなバルトロを想像させます。物語の

結果は、アルマヴィーヴァ伯爵が、貴族の威厳を見せてロジー

ナを勝ち取り、バルトロにロジーナの遺産をやるというハッ

ピーエンドで、楽しいオペラの序曲にふさわしく、落ち着きの

中にも軽やかさのある旋律で、迫力ある盛り上がりの中で幕を

閉じます。

このストーリーで結婚した、アルマヴィーヴァ伯爵とロジー

ナの後日談が、モーツアルト作曲「フィガロの結婚」となって

います。

❖ ドリーブ　シルヴィア組曲
Ⅰ　前奏曲～狩りの女神
荘重な行進曲ではじまり、ホルンが静かなメロディを奏でま

す。この神秘的な雰囲気は神聖な夜の森を表現しており、ティ

ンパニの合図とともに狩りの音楽となります。狩りの指揮とな

る角笛をイメージさせるホルンの勇壮なテーマが印象的な曲

です。狩りの女神は角笛を合図に従者達と共に狩りの舞を披

露し第一組曲は盛大に幕を閉じます。
Ⅱ　間奏曲～穏やかなワルツ
ホルンの序奏のあと、モデラートの可愛らしいテーマがヴァ

イオリンによって演奏されます。この間奏曲は狩りで疲れた従

者たちが休憩をとる場面を表現しており、狩りの時とは対照的

な狩りの女神“シルヴィア”の優雅で妖艶に舞う美しい姿が描

かれています。
Ⅲ　ピッツィカート
全曲中おそらくもっとも有名な曲で、弦楽器によるピチカー

ト奏法が用いられている。この曲では１～２曲目のような

女神としての美しさではなく、羊飼いのアマンタと恋に落

ちたシルヴィアの可愛らしい心が描かれている。
Ⅳ　バッカスの行列
羊飼いのアマンタはシルヴィアを追い、収穫を祝う「バッ

カス祭」が行われているディアナ神殿の近くに辿り着きま

す。トランペットのファンファーレは共に町の踊り子、王子、

そして家畜の羊に至るまで、皆がパレードに参加し、酒の

神“バッカス”を称える場面を描いており、踊り子のような

充実した打楽器のもと前奏曲のテーマに戻り曲は盛大に終

わります。

❖ チャイコフスキー交響曲 第６番「悲愴」
第１楽章　 Adagio（ゆっくり）～Allegro non troppo（快速

に、速すぎず）

コントラバスの弱音による虚ろな和音の上にファゴット

が低くうめくような主題を演奏します。

テンポはやや速まり、ヴィオラとチェロによるテーマが

不安定に演奏され、苦悩や不安な気分が募って行くかのよ

うに激しさを加えてオーケストラ全体で展開していきます。

主部のテーマは弦楽器によるため息のような下降音型で

始まります。これまでの暗い気分と変わり、甘く美しい旋

律で、その美しさの中に哀切さがにじんでいます。昔を懐

かしく思い出すようなフルートの明るい旋律が一瞬現れ、

木管楽器群が夢を見るように上向するメロディを演奏しま

す。弦楽器を経て第２主題が戻りさらに大きく盛り上がっ

た後、クラリネットとの孤独なソロが消えると、間髪を入

れずに激しい展開部へと突入します。オーケストラ全体で

冒頭のテーマが回帰し、強奏のままクライマックスを迎え

ますが、今度は少しずつ冷静さを取り戻してきます。そして、

穏やかな気分に溢れた終結部に入り、全てを悟りきったよ

うな管楽器のコラールが安定感のある低弦の刻みに乗って

静かに終わります。
第２楽章　Allegro con grazia（快速に、優雅に）
チャイコフスキーはワルツの名曲を沢山書いており、「悲

愴」の第２楽章は「５拍子のワルツ」という独創的なものに

なっています。この２＋３の５拍子という複合拍子はロシ

ア特有の複合拍子です。

最初にチェロで出てくる旋律は音階を昇るように軽快に

流れて行きます。第１楽章が重い楽章でしたので、ホッと

一息つけるのですが、どこか不安定で儚さを持っており、

この主題はいろいろな楽器で繰り返されます。中間部では

短調に転じ、ティンパニの刻むリズムの上に、下降して行

く感傷的なメロディが出てきます。死の恐怖にも似た憂鬱

な空気は最終楽章の雰囲気を暗示させるようなところもあ

ります。

やがて徐々に気を取り直して元通りのワルツに戻ります

がやはり５拍子。踊れないもどかしさは変わりません。鐘

の音が遠くから響き（管楽器による下降音型のコラール）、

舞踏会は終わって皆は三々五々帰り始め、最後は重い和音

の上に中間部の主題の断片が演奏されて消え入るように一

人寂しくため息だけが残ります。
第３楽章　Allegro molto vivace（快速に、非常に活き活きと）
12／８拍子のスケルツォと４／４拍子の行進曲が交錯す

る楽章です。全体に暗くメランコリックな雰囲気のある曲

全体の中で、この楽章だけは華やかな雰囲気があります。

街中の喧騒のような弦楽器の３連符に乗って、主題の断片

がオーケストラのあちこちから聞こえてきます。やがて旋

律の全容が２本のクラリネットで示され、パワーを増しな

がらオーケストラ全体に広がり、ついには力強い大行進曲

へと発展します。終結部では，打楽器も盛大に加わって、

強烈なクライマックスを作ります。

全４楽章の中で唯一、勝利を予感させる輝かしい楽章で、

とてもダイナミックに終わりますので、演奏会の時はここ

で拍手が起こってしまうこともよくあります。
第４楽章　Adagio lamentoso（ゆっくり、悲しみをもって）
全曲中、特に独創的な性格を持つ楽章です。交響曲の第

４楽章といえば快活に終わるのが定番ですが、この楽章は、

息が絶えてしまうかのように暗く静かに終わります。

楽章の最初から痛切極まりないヴァイオリンの主題が出

てきます。この主題は第１ヴァイオリンだけで演奏されて

いるように聞こえますが、実は１stヴァイオリンと２ndヴァ

イオリンが旋律を１音１音交互に演奏するように書かれて

います。１つの楽器でメロディを演奏するのと違い、すん

なりと行かない喘ぐようなぎこちなさを出そうとしたのか

もしれません。この主題を繰り返しさらに痛切に盛り上がっ

た後、少しテンポの速いアンダンテの中間部に入っていき

ます。

やがて不整脈のようなホルンのシンコペーションを伴奏

に絶望感はついに頂点に達し、ff で表現される冒頭の主題は

激しい号泣となります。その後ドラがこの世との別れを告

げると、トロンボーン３本とチューバによる重い四重奏に

なり、演奏している楽器がどんどん減り始め、最後はチェ

ロとコントラバスだけが残り、静かに、重苦しく全曲が締

めくくられます。
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Profile

弦楽器トレーナー ： 世川 治子

管楽器トレーナー ： 世川 望

指揮 ： 山﨑 滋 （やまざき●しげる）

こひのぼり     作詞：近藤宮子

1st violin 
岩品 愛◎
佐藤 杏樹
本村 奈々
吉田 恭子
寺井 大貴
野村 景子
野村 建太
番場 美帆
細淵 淨二
山崎 那央

2nd violin
今井 虹歩
向井 樺音
山崎 編音
横山 和希
吉田 澄子♪
大原 亜季子
世川 治子
石井 恭子

Viola
大原 武朗
世川 すみれ
東 紀子
堀 真理子
吉川 舞

Cello
長尾 朗
長屋 利沙
根本 茉莉江
堀越 晨裕
広地 智美
八木 秀太

Contrabass
石澤 英樹
小川 昌子
菅田 曜
鍋田 優子
安永 裕
渡邉 結花

Flute
柴野 舞香
霜島 ユリ♪
須田 波音
平野 創也

Oboe
梅澤 辰徳
黒木 孝太♪
長谷川 涼

Clarinet
島田 葉月
松島 優美♪
根本 聡司

Fagotto
江黒 未希
平澤 明日美

Horn
市川 りえ
鈴木 萌美♪
藤野 千鶴
吉田 真純
近藤 利昭

Trumpet
岡 優斗
横山 駿
渡辺 千紘
田中 智也
中野 豊

Trombone
中野 佳美
山石 真理奈
吉川 昌憲

Tuba
渡邉 鉄雅

Percussion
浅見 彩花♪
山本 渓登
石井 裕孝
和田 英恵

Harp
鈴木 明子

◎ コンサートミストレス
♪ パートリーダー ＼団員募集！／

詳しくはHPへ！
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チャイコフスキー／交響曲第６番「悲愴」
第１楽章  Adagio（ゆっくり）

～Allegro non troppo（快速に、速すぎず）
第２楽章 Allegro con grazia（快速に、優雅に）
第３楽章 Allegro molto vivace（快速に、非常に活き活きと）
第４楽章 Adagio lamentoso（ゆっくり、悲しみをもって）

　東京生まれ。東京藝術大学指揮科にて、指揮を金子登、佐藤功太郎両氏に師事、
またピアノを村山信子、竹尾聆子、ヴァイオリンを山岡耕筰、スコアリーディング
をH. ピュイグ・ロジェ、チェンバロをD. ヘルマン各氏に師事。在学中より二期会オ
ペラの合唱・副指揮者として活動を始め、小澤征爾、若杉弘氏等のアシスタントを
数多く務めるほか、オペラ研究生スタジオの講師として後進の指導にもあたる。
　日本合唱協会第104回定期演奏会「フランス音楽の夕べ」でデビュー。バロック
音楽にも造詣が深く、マタイ研究会管弦楽団・同合唱団を指揮したバッハ「マタイ
受難曲」全曲のＣＤが1992年に発売され好評を博した。新国立劇場（オペラハウス）
の開場に伴いバイロイト音楽祭に派遣され、N. バラッチュ氏に師事。同劇場の開
場記念講演「ローエングリン」では同氏のアシスタントを務める。2000年より新国
立劇場の専属となり、オペラを中心に活動の幅を広げている。
　2009年日本合唱協会指揮者に就任。2011年より同常任指揮者に就任。日本指揮者協会会員。

１． やねよりたかい　こいのぼリ
 おおきいまごいは　おとうさん
 ちいさいひごいは　こどもたち
 おもしろそうに　およいでる

２． みどりのかぜに　さそわれて
 ひらひらはためくふきながし
 くるくるまわるは　かざぐるま
 おもしろそうに　うごいてる

　アメリカ・ニューヨーク生まれ。東京藝術大学卒。ミュンヘン国立音楽大学のマイスタークラスにて、クルト・グントナー
教授に師事。バードライヒエンハル交響楽団とメンデルスゾーンの協奏曲を共演。バイエルン国立歌劇場管弦楽団契約団
員を経てボン・ベートーヴェンハレ管弦楽団の正団員。霧島国際音楽祭奨励賞、オーストリア国際音楽祭室内楽賞受賞。現
在は国内外でオーケストラ、室内楽、ソロ、録音等多方面で活動を行っている。市川市在住。

　市川市出身。真間小、一中卒。東京藝術大学にて守山光三教授に師事。卒業後、ミュンヘン音楽大学にてホルンをO. 
シュミッツ教授に、ケルン音楽大学にて指揮をM. ルイク教授に師事。ボン・ベートーヴェンハレ管弦楽団、ゾーリングン市
立管弦楽団の契約団員を経て、クラシックフィルハーモニー・ボンの団員。現在は日本体育大学教授として、スポーツ選手
のリズム感教育に携わる傍ら、フリーで演奏活動を行う。日本ホルン協会常任理事、元国際ホルン協会評議員、Chocolat 
Virtuoso Japan代表、ホルンカルテット「アンサンブル・フォレスト」メンバー。

❖ ロッシーニ　セビリアの理髪師 序曲
オペラ『セビリアの理髪師』のあらすじをひとくちに言うと、

医者の姪に恋をした伯爵が、理髪師フィガロの助けを借りて、

悪者の医者の目をかいくぐりながら、彼女に想いを伝え、恋を

成就させるコミカルなラブストーリーというもの。

両親をなくしたロジーナは、伯父である後見人バルトロの

家で監禁状態になっており、このバルトロは、娘ほど歳の離

れたロジーナとの結婚を遺産目的で狙っています。ふとしたこ

とでロジーナに恋をしたアルマヴィーヴァ伯爵は、「町の何で

も屋」フィガロを使い、恋の成就のために、あの手この手の作

戦を練ります。こっそり恋文を渡したり、ロジーナの音楽教師

の弟子に化け、レッスンのふりをしながら駆け落ちの相談を

したりする様子は、オーボエの旋律に重ねられています。そ

の後のホルンの旋律はアルマヴィーヴァ伯爵の狙いに気づき、

負けずに応戦しているようなバルトロを想像させます。物語の

結果は、アルマヴィーヴァ伯爵が、貴族の威厳を見せてロジー

ナを勝ち取り、バルトロにロジーナの遺産をやるというハッ

ピーエンドで、楽しいオペラの序曲にふさわしく、落ち着きの

中にも軽やかさのある旋律で、迫力ある盛り上がりの中で幕を

閉じます。

このストーリーで結婚した、アルマヴィーヴァ伯爵とロジー

ナの後日談が、モーツアルト作曲「フィガロの結婚」となって

います。

❖ ドリーブ　シルヴィア組曲
Ⅰ　前奏曲～狩りの女神
荘重な行進曲ではじまり、ホルンが静かなメロディを奏でま

す。この神秘的な雰囲気は神聖な夜の森を表現しており、ティ

ンパニの合図とともに狩りの音楽となります。狩りの指揮とな

る角笛をイメージさせるホルンの勇壮なテーマが印象的な曲

です。狩りの女神は角笛を合図に従者達と共に狩りの舞を披

露し第一組曲は盛大に幕を閉じます。
Ⅱ　間奏曲～穏やかなワルツ
ホルンの序奏のあと、モデラートの可愛らしいテーマがヴァ

イオリンによって演奏されます。この間奏曲は狩りで疲れた従

者たちが休憩をとる場面を表現しており、狩りの時とは対照的

な狩りの女神“シルヴィア”の優雅で妖艶に舞う美しい姿が描

かれています。
Ⅲ　ピッツィカート
全曲中おそらくもっとも有名な曲で、弦楽器によるピチカー

ト奏法が用いられている。この曲では１～２曲目のような

女神としての美しさではなく、羊飼いのアマンタと恋に落

ちたシルヴィアの可愛らしい心が描かれている。
Ⅳ　バッカスの行列
羊飼いのアマンタはシルヴィアを追い、収穫を祝う「バッ

カス祭」が行われているディアナ神殿の近くに辿り着きま

す。トランペットのファンファーレは共に町の踊り子、王子、

そして家畜の羊に至るまで、皆がパレードに参加し、酒の

神“バッカス”を称える場面を描いており、踊り子のような

充実した打楽器のもと前奏曲のテーマに戻り曲は盛大に終

わります。

❖ チャイコフスキー交響曲 第６番「悲愴」
第１楽章　 Adagio（ゆっくり）～Allegro non troppo（快速

に、速すぎず）

コントラバスの弱音による虚ろな和音の上にファゴット

が低くうめくような主題を演奏します。

テンポはやや速まり、ヴィオラとチェロによるテーマが

不安定に演奏され、苦悩や不安な気分が募って行くかのよ

うに激しさを加えてオーケストラ全体で展開していきます。

主部のテーマは弦楽器によるため息のような下降音型で

始まります。これまでの暗い気分と変わり、甘く美しい旋

律で、その美しさの中に哀切さがにじんでいます。昔を懐

かしく思い出すようなフルートの明るい旋律が一瞬現れ、

木管楽器群が夢を見るように上向するメロディを演奏しま

す。弦楽器を経て第２主題が戻りさらに大きく盛り上がっ

た後、クラリネットとの孤独なソロが消えると、間髪を入

れずに激しい展開部へと突入します。オーケストラ全体で

冒頭のテーマが回帰し、強奏のままクライマックスを迎え

ますが、今度は少しずつ冷静さを取り戻してきます。そして、

穏やかな気分に溢れた終結部に入り、全てを悟りきったよ

うな管楽器のコラールが安定感のある低弦の刻みに乗って

静かに終わります。
第２楽章　Allegro con grazia（快速に、優雅に）
チャイコフスキーはワルツの名曲を沢山書いており、「悲

愴」の第２楽章は「５拍子のワルツ」という独創的なものに

なっています。この２＋３の５拍子という複合拍子はロシ

ア特有の複合拍子です。

最初にチェロで出てくる旋律は音階を昇るように軽快に

流れて行きます。第１楽章が重い楽章でしたので、ホッと

一息つけるのですが、どこか不安定で儚さを持っており、

この主題はいろいろな楽器で繰り返されます。中間部では

短調に転じ、ティンパニの刻むリズムの上に、下降して行

く感傷的なメロディが出てきます。死の恐怖にも似た憂鬱

な空気は最終楽章の雰囲気を暗示させるようなところもあ

ります。

やがて徐々に気を取り直して元通りのワルツに戻ります

がやはり５拍子。踊れないもどかしさは変わりません。鐘

の音が遠くから響き（管楽器による下降音型のコラール）、

舞踏会は終わって皆は三々五々帰り始め、最後は重い和音

の上に中間部の主題の断片が演奏されて消え入るように一

人寂しくため息だけが残ります。
第３楽章　Allegro molto vivace（快速に、非常に活き活きと）
12／８拍子のスケルツォと４／４拍子の行進曲が交錯す

る楽章です。全体に暗くメランコリックな雰囲気のある曲

全体の中で、この楽章だけは華やかな雰囲気があります。

街中の喧騒のような弦楽器の３連符に乗って、主題の断片

がオーケストラのあちこちから聞こえてきます。やがて旋

律の全容が２本のクラリネットで示され、パワーを増しな

がらオーケストラ全体に広がり、ついには力強い大行進曲

へと発展します。終結部では，打楽器も盛大に加わって、

強烈なクライマックスを作ります。

全４楽章の中で唯一、勝利を予感させる輝かしい楽章で、

とてもダイナミックに終わりますので、演奏会の時はここ

で拍手が起こってしまうこともよくあります。
第４楽章　Adagio lamentoso（ゆっくり、悲しみをもって）
全曲中、特に独創的な性格を持つ楽章です。交響曲の第

４楽章といえば快活に終わるのが定番ですが、この楽章は、

息が絶えてしまうかのように暗く静かに終わります。

楽章の最初から痛切極まりないヴァイオリンの主題が出

てきます。この主題は第１ヴァイオリンだけで演奏されて

いるように聞こえますが、実は１stヴァイオリンと２ndヴァ

イオリンが旋律を１音１音交互に演奏するように書かれて

います。１つの楽器でメロディを演奏するのと違い、すん

なりと行かない喘ぐようなぎこちなさを出そうとしたのか

もしれません。この主題を繰り返しさらに痛切に盛り上がっ

た後、少しテンポの速いアンダンテの中間部に入っていき

ます。

やがて不整脈のようなホルンのシンコペーションを伴奏

に絶望感はついに頂点に達し、ff で表現される冒頭の主題は

激しい号泣となります。その後ドラがこの世との別れを告

げると、トロンボーン３本とチューバによる重い四重奏に

なり、演奏している楽器がどんどん減り始め、最後はチェ

ロとコントラバスだけが残り、静かに、重苦しく全曲が締

めくくられます。
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弦楽器トレーナー ： 世川 治子

管楽器トレーナー ： 世川 望

指揮 ： 山﨑 滋 （やまざき●しげる）

こひのぼり     作詞：近藤宮子

1st violin 
岩品 愛◎
佐藤 杏樹
本村 奈々
吉田 恭子
寺井 大貴
野村 景子
野村 建太
番場 美帆
細淵 淨二
山崎 那央

2nd violin
今井 虹歩
向井 樺音
山崎 編音
横山 和希
吉田 澄子♪
大原 亜季子
世川 治子
石井 恭子

Viola
大原 武朗
世川 すみれ
東 紀子
堀 真理子
吉川 舞

Cello
長尾 朗
長屋 利沙
根本 茉莉江
堀越 晨裕
広地 智美
八木 秀太

Contrabass
石澤 英樹
小川 昌子
菅田 曜
鍋田 優子
安永 裕
渡邉 結花

Flute
柴野 舞香
霜島 ユリ♪
須田 波音
平野 創也

Oboe
梅澤 辰徳
黒木 孝太♪
長谷川 涼

Clarinet
島田 葉月
松島 優美♪
根本 聡司

Fagotto
江黒 未希
平澤 明日美

Horn
市川 りえ
鈴木 萌美♪
藤野 千鶴
吉田 真純
近藤 利昭

Trumpet
岡 優斗
横山 駿
渡辺 千紘
田中 智也
中野 豊

Trombone
中野 佳美
山石 真理奈
吉川 昌憲

Tuba
渡邉 鉄雅

Percussion
浅見 彩花♪
山本 渓登
石井 裕孝
和田 英恵

Harp
鈴木 明子

◎ コンサートミストレス
♪ パートリーダー ＼団員募集！／
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